
＼

合
類
節
用
集
の
「
遊
仙
窟
」
訓

平

井

秀

文

 
本
誌
の
、
諸
既
述
に
続
稿
す
る
。

 
こ
こ
に
あ
げ
る
合
類
節
用
集
（
延
宝
八
年
置
）
と
は
、
題
籏
に
よ
る
書

名
で
あ
る
が
、
内
題
な
ど
に
は
、
「
字
林
三
葉
」
と
見
え
、
近
世
に
お
け

る
文
献
に
も
、
そ
の
名
で
引
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

六五四
合
類
節
用
集
の
出
典
注
記

巻
一
と
巻
三
と
か
ら

巻
五
と
巻
六
と
か
ら

巻
八
 
言
語
部
上

巻
八
 
言
語
部
中

巻
八
 
言
語
部
下

'
前
号
に
述
べ
九
、
同
類
の
書
畳
字
考
節
用
集
と
祠
じ
く
、
そ
の
語
訓
の
出
典

に
「
遊
仙
窟
」
と
明
記
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
の
援
用
語
数
は

実
に
百
例
を
超
え
る
が
、
そ
の
書
の
成
立
刊
行
と
も
に
明
ら
か
に
書
言
字
考
に

先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
比
べ
る
と
、
遊
仙
窟
を
出
典
と
明
記
す
る
語

訓
は
、
両
個
に
共
通
す
る
も
の
は
、
ほ
ぼ
そ
の
半
数
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、

後
刊
の
書
言
字
考
の
ほ
う
が
、
そ
の
全
援
用
語
数
も
や
や
少
な
く
、
ま
た
そ
の

内
容
も
少
し
異
質
で
、
先
行
書
た
る
本
資
料
を
直
接
に
踏
襲
し
た
と
い
う
感
じ

は
与
え
な
い
。

 
・
近
世
に
入
っ
て
、
ま
も
な
く
遊
仙
窟
は
伝
写
の
時
代
で
は
な
く
刊
行
せ
ら

れ
、
書
言
字
考
の
と
ぎ
は
す
で
に
二
種
の
刊
本
が
世
に
出
て
い
た
が
、
こ
の
合

類
節
用
集
の
と
き
に
は
、
ま
だ
慶
安
（
無
刊
記
）
本
だ
け
で
あ
っ
た
。
元
禄
刊

本
は
、
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
本
資
料
に
援
用
明
記
せ
ら
れ
た
遊
仙
窟
の
語

訓
を
見
る
と
、
明
ち
か
に
こ
の
刊
本
の
を
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
に
よ
っ
て
採
っ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
整
理
し
、
各
部
門
に
別
け
、
そ
の
訓
に
よ
る

「
い
ろ
は
」
順
に
所
属
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
ψ

 
本
資
料
は
、
全
八
巻
で
、
二
十
四
部
門
か
ら
成
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
、

巻
二
（
所
名
部
）
巻
四
（
草
木
部
）
巻
七
（
疑
字
部
 
数
量
部
）
に
は
、
対
象

た
る
語
訓
の
援
用
は
全
く
見
え
ず
、
大
部
分
は
最
後
の
巻
八
．
（
言
語
部
上
中
下
）

に
集
中
し
、
そ
の
他
の
巻
に
は
少
数
が
散
在
す
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
部
門
構

成
は
こ
れ
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
が
、
書
墨
字
考
に
お
い
て
も
そ
の
最
後
の

言
辞
部
（
巻
八
・
九
）
に
援
用
が
集
中
し
て
い
た
の
と
、
全
く
共
通
の
現
象
で

あ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
遊
仙
窟
の
語
訓
が
古
く
か
ら
注
目
せ
ら
れ
て
い
た
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へ

も
の
が
、
辞
書
と
し
て
の
言
語
部
の
主
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
重
要
視
せ
ち

れ
て
い
た
性
格
を
明
示
す
る
。

 
書
言
過
考
が
、
同
類
の
辞
書
と
し
て
本
資
料
よ
り
も
後
腰
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
援
用
例
に
お
い
て
、
や
や
少
な
く
、
ま
た
同
一
語
訓
は
過
半
を
超
え
厚
い

と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
先
行
書
た
る
本
資
料
の
影
響
に
成
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
わ
か
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
あ
え
て
意
識
し
て
の
こ
と
で
は

な
い
か
。

二

ア
マ
ツ
ワ
タ
リ

天
津
'
（
巻
一
天
地
）

■
原
文
「
如
今
寸
歩
阻
天
津
」
で
、
「
天
津
」
に
は
左
右
両
訓
「
ア
マ
ノ
カ
バ
、

ア
マ
ツ
ワ
タ
リ
ヲ
」
が
あ
る
。
そ
の
右
回
を
採
っ
て
い
る
。
 
二
訓
以
上
あ
る

と
き
は
、
そ
の
う
ち
の
一
訓
を
採
る
か
、
二
訓
と
も
に
示
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。

ヨ
ナ
 
 
く

夜
 
半
（
巻
一
 
時
候
）

 
「
夜
半
驚
人
」
の
条
、
こ
れ
も
「
夜
半
」
に
左
右
訓
「
ヨ
ナ
カ
く
二
、

ナ
ぐ
一
こ
と
あ
り
、
や
は
り
回
訓
を
採
っ
て
い
る
。

 
 
 
ユ
フ
 
グ
レ

 
 
 
嚥
 
黄
（
．
 
〃
 
 
）
、

ヨ

原
棉
「
時
二
既
二
玄
黄
ト
ユ
フ
ク
レ
ナ
リ
」
の
文
選
讃
。
直
接
に
付
訓
は
な

い
が
、
そ
の
上
に
萬
葉
集
の
「
晩
闇
」
に
「
ユ
フ
グ
レ
」
の
訓
が
あ
り
、
そ
れ

に
同
訓
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ワ
ラ
 
 
ヤ

草
亭
（
巻
一
居
宅
）

 
諸
文
献
に
引
か
れ
る
通
訓
。
「
遂
止
余
於
門
前
郵
亭
中
」
の
原
文
に
あ
り
、

「
草
亭
ノ
ワ
ラ
ヤ
ノ
」
と
い
う
文
選
読
。

 
 
 
ア
ユ
ミ
ド
ノ

 
 
 
長
 
廊
（
 
 
〃
 
 
）

 
原
文
「
長
廊
四
注
」
で
、
や
は
り
左
右
訓
の
文
選
読
で
、
「
長
廊
ノ
ヤ
'
カ
ス
、

ア
ユ
ミ
ト
ノ
」
の
右
訓
を
採
る
。
両
訓
の
と
き
、
右
訓
を
採
る
例
は
多
い
が
、

、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。

 
 
 
ユ
 
 
カ

 
 
 
搦
 
子
（
 
〃
 
 
）

 
「
小
床
也
」
と
い
う
注
が
あ
る
の
は
、
原
注
の
】
部
を
そ
の
ま
ま
転
記
し

た
。
「
文
栢
楊
子
」
の
原
文
で
、
こ
れ
も
「
楊
子
ノ
ミ
チ
、
ユ
カ
」
の
左
右
訓

か
ら
採
り
、
右
に
準
ず
る
。

 
 
 
イ
エ
ノ
キ
も
 
 
 
イ
エ
キ
ミ

 
 
 
主
人
公
 
夫
主
（
巻
三
人
物
）

 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 
 
 
イ
エ
ノ
キ
ハ
ミ

 
相
続
け
て
記
載
し
て
い
る
。
原
訓
「
少
府
干
乾
ク
主
人
公
ト
作
ス
ベ
シ
」

で
、
全
く
の
傍
訓
。
後
者
に
あ
た
る
の
は
「
夫
主
ノ
イ
エ
キ
ミ
」
の
文
選
読

で
、
原
典
に
は
同
じ
語
訓
が
二
例
あ
る
。

 
 
 
ハ
ツ
 
マ
ゴ

 
 
 
苗
 
商
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
ベ
ウ
 
 
エ
イ

 
 
ヲ
 
 
 
 
 
ノ

 
「
猶
二
後
胤
こ
の
注
が
あ
め
、
こ
れ
も
原
注
の
転
記
で
あ
る
。
「
博
陵
王
之

苗
喬
」
で
の
文
選
読
で
、
そ
の
左
訓
に
ば
「
ハ
ツ
ノ
ハ
ツ
マ
コ
」
と
あ
り
、
右

回
「
ハ
ツ
マ
コ
」
と
あ
る
を
採
る
。
音
読
は
、
編
者
に
よ
る
か
。
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ヲ
ン
ナ
ド
モ

侍
 
蝉
（
〃
・
）

 
乙
訓
「
侍
蝉
ノ
ヲ
ン
ナ
ト
モ
」
を
、
そ
の
ま
ま
採
る
。

 
 
 
ワ
・
ロ
 
モ
ノ
．

 
 
 
虚
 
俗
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
・
キ
ヨ
 
ゾ
ク

 
本
稿
で
は
、
既
述
の
刊
本
を
原
典
と
し
て
扱
う
が
、
そ
う
す
る
と
、
こ
の
語

訓
は
見
あ
た
ら
な
い
。
何
に
よ
っ
た
も
の
か
、
 
「
凡
俗
」
な
ら
ば
「
向
見
詩

篇
、
謂
言
凡
俗
」
の
他
に
も
語
例
が
あ
り
、
「
凡
客
」
と
と
も
に
「
タ
・
ヒ

ト
」
が
通
訓
で
あ
る
。
上
の
原
文
は
、
た
だ
醍
醐
寺
本
だ
け
が
「
虚
無
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
訓
「
虚
俗
の
タ
・
ヒ
ト
」
で
あ
る
。
真
福
寺
本
は
や
は
り

」
「
凡
俗
」
で
あ
る
が
、
「
タ
・
ヒ
ト
、
ワ
ル
モ
ノ
」
の
両
訓
を
記
す
。
類
聚
名

義
抄
に
「
凡
俗
」
に
「
タ
ゴ
ヒ
ト
、
ワ
ロ
人
」
の
両
訓
が
あ
っ
て
近
く
、
さ
ら

に
「
凡
客
」
に
「
ワ
ロ
モ
ノ
」
の
訓
が
見
え
る
。
刊
本
か
ら
は
、
ご
の
語
訓
は

考
え
ら
れ
な
い
。
源
氏
物
語
の
紫
明
抄
に
、
「
虚
俗
」
を
遊
仙
窟
の
語
訓
と
し

て
あ
げ
、
「
キ
ヨ
シ
ョ
ク
ノ
ワ
ロ
モ
ノ
」
と
記
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
、
類
字
源

靴
工
に
も
そ
の
語
訓
が
採
ら
れ
て
い
る
。
刊
本
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
本
資
料

に
、
こ
の
語
誌
が
出
て
く
る
の
は
不
審
で
あ
る
。

 
 
 
ヤ
ツ
 
 
カ
リ

 
 
 
下
 
官
（
 
 
〃
 
 
）
 
 
亭
．

 
原
文
に
こ
の
語
訓
は
「
ヤ
ツ
カ
リ
」
と
す
る
の
が
、
諸
本
通
訓
で
、
書
言
字

撫
で
は
、
「
ヤ
ツ
カ
レ
」
ど
す
る
。

 
 
 
マ
カ
 
タ
チ
・
 
 
同

 
 
 
三
三
 
縁
竹
（
 
〃
．
・
）

と
も
に
遊
仙
窟
と
し
て
連
記
す
る
。
「
縁
」
は
「
緑
」
の
誤
り
。
「
侍
脾
」

合
類
節
用
集
の
「
遊
仙
窟
」
訓

を
こ
う
訓
ず
る
の
は
、
．
「
侍
蝉
ノ
マ
カ
タ
チ
数
入
、
三
二
皆
戯
話
ト
ナ
ケ
ヒ
テ
」

の
回
訓
に
あ
る
が
、
「
埠
」
一
字
を
そ
う
訓
ず
る
例
は
、
・
い
く
つ
か
あ
る
。
「
緑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ウ

竹
」
の
ほ
う
は
、
「
其
ノ
時
二
緑
竹
ノ
マ
三
唱
チ
箏
ノ
コ
ト
ヲ
揮
ク
」
と
訓

読
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
侍
脾
の
ひ
乏
り
の
名
で
あ
っ
て
、
別
語

に
す
ぎ
な
い
。

 
 
 
キ
ミ

 
 
 
ミ
マ
イ
ト
コ
ロ

 
 
 
渠
 
 
 
（
．
〃
 
 
）

 
珍
し
く
両
訓
を
示
す
。
「
汝
也
」
と
注
が
あ
る
の
ば
、
原
注
の
一
部
を
そ
の

ま
ま
採
っ
た
。
原
文
は
「
從
翻
意
不
肯
」
の
と
こ
ろ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
コ
 
 
 
 
 
 
 
ニ

こ
と
は
、
そ
の
す
ぐ
下
に
原
注
が
「
渠
汝
也
、
漢
書
巳
、
口
写
三
日
・
渠
也
」
・
と

あ
る
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
「
渠
」
に
は
7
ミ
マ
ヒ
ト
コ
ロ
、
キ

ミ
、
ヲ
モ
ト
」
の
三
身
が
あ
る
。
「
ミ
マ
イ
ト
コ
ロ
、
キ
ミ
」
の
両
派
を
有
つ

語
例
は
、
原
典
に
は
他
に
も
あ
る
。

 
 
 
糊
気
 
 
ハ
タ

 
 
 
心
 
吐
（
巻
三
 
人
支
）

 
「
カ
」
は
「
ラ
」
の
誤
訓
か
。
そ
の
上
に
「
腸
」
に
「
ハ
ラ
ハ
タ
」
の
訓

を
つ
け
た
語
例
に
す
ぐ
つ
づ
い
て
い
る
。
刊
本
は
も
ち
ろ
ん
誤
っ
て
い
な
い
、

 
 
 
 
 
 
 
ア
ツ

「
心
肚
ノ
ハ
ラ
ハ
タ
熱
ケ
レ
ハ
」
の
原
訓
が
正
し
い
。

 
 
 
タ
ナ
 
 
ス
へ

 
 
 
指
頭
（
 
〃
 
 
）

原
文
「
十
箇
指
頭
三
人
心
髄
」
で
、

へ
」
の
右
訓
も
あ
る
。

 
 
シ
ハ
ブ
キ
ヤ
ミ

 
 
患
 
癩
（
巻
三

疾
病
）

「
タ
ナ
ス
へ
」
は
左
訓
、
 
「
ユ
「
ヒ
ノ
ス
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、

！

 
文
選
読
で
、

よ
る
。

 
 
 
ワ
ラ
バ
 

コ
ノ
コ
ロ

原
価
「
見
ハ
近
来
患
廉
ト
シ
バ
フ
キ
ャ
ミ
シ
」

 
 
 
ワ
レ

三

ヤ
モ
メ
ガ
ラ
ス

病
 
鵠
（
巻
五
 
禽
鳥
）

，
原
文
「
可
惜
病
鵠
」
で
、

訓
読
の
ま
ま
で
あ
る
。

 
 
 
マ
ラ
ウ
ト
ガ
ラ
ス

 
 
 
ヒ
ト
 
 
 
カ
ラ
ス

 
 
 
鳥
 
 
鶴
（
 
〃

と
あ
る
に

「
ア
ナ
ニ
ク
ノ
ヤ
モ
メ
カ
ラ
ス
ノ
」
と
、
全
く
の

）

 
「
今
朝
聞
烏
鵠
語
」
の
条
で
、
文
選
読
の
左
右
両
訓
「
マ
ラ
フ
ト
カ
ラ
ス
、

ヒ
ト
カ
ラ
ス
」
の
両
訓
を
採
る
。

 
 
ウ
ハ
ヲ
ホ
ヒ

 
 
 
破
 
子
（
巻
⊥
ハ
 
，
衣
服
）

 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
ト

 
「
領
巾
被
日
二
破
子
こ
と
い
う
注
が
あ
る
が
、
例
の
と
お
り
、
原
注
か
ら
採

る
。
「
ウ
ハ
ヲ
ホ
ヒ
」
の
訓
は
、
意
改
か
、
四
刻
か
。
刊
本
は
も
ち
ろ
ん
諸
本

 
 
 
 
 

「
ウ
ハ
ヲ
ソ
ヒ
」
が
通
訓
で
あ
り
、
醍
醐
寺
本
に
は
「
ウ
チ
カ
ケ
衣
」
と
左
記

す
る
、
む
し
ろ
意
味
を
示
し
た
庵
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
雰
鷲

 
 
．
 
蜘
惨
 
 
（
巻
六
 
 
飲
食
）

 
「
鶉
臓
桂
穆
」
で
、

 
 の

を
そ
の
ま
ま
採
る
。

 
 
カ
ン
 
ザ
シ

 
 
 
媚
 
子
（
巻
六

「
ワ
ナ
カ
キ
、
コ
ナ
カ
キ
」
の
左
右
訓
が
つ
い
、
て
い
る

器
財
）

原
文
「
時
時
藍
子
開
」
、
「
媚
子
ノ
カ
ン
サ
シ
開
ヌ
」
の
訓
に
よ
る
。

 
 
マ
ス
ミ
ノ
カ
ぐ
ミ

 
 
三
三
鏡
 
（
 
〃
 
 
）

 
「
楊
州
青
銅
鏡
」
と
原
文
に
あ
り
、
「
青
銅
鏡
」
を
「
マ
ス
ミ
ノ
鏡
」
と
訓

読
す
る
が
、
「
青
」
を
「
素
」
と
す
る
の
は
何
に
よ
っ
た
か
。
書
言
字
考
が
や

は
り
「
素
」
に
作
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
に
よ
る
か
。
諸
本
に
異
文
は
な
く

「
青
」
で
あ
る
。

 
 
 
サ
ラ
 
ナ
ベ

 
 
 
錨
子
（
 
〃
 
 
）

 
「
十
娘
三
見
鴨
頭
三
子
」
で
、
当
該
字
を
「
サ
ラ
ナ
へ
」
と
訓
ず
る
が
、
醍

醐
寺
本
で
は
「
サ
ラ
ナ
ベ
」
と
濁
音
符
を
示
し
て
訓
じ
、
古
訓
に
は
「
サ
ス
ナ

へ
・
（
ハ
）
」
な
ど
と
も
あ
る
。
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

四

 
 
 
 
 
 
 
イ
カ
ニ
シ
テ
カ

 
 
イ
カ
バ
カ
リ
 
 
 
．
同

 
 
 
若
 
箇
 
 
若
 
 
為
（
巻
八
目
 
言
語
）

連
続
し
て
あ
げ
て
い
る
。
前
者
は
「
若
箇
動
仁
心
」
の
原
文
に
あ
た
り
、

「
イ
カ
ハ
カ
リ
カ
君
回
心
ヲ
動
ス
」
と
訓
読
す
る
。
後
者
ば
、
「
同
」
と
も
あ

っ
て
、
回
訓
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
今
回
若
三
分
」
の
と
き
に
は
「
今

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
ミ

イ
カ
ニ
ジ
テ
カ
分
レ
シ
メ
ン
」
と
訓
ず
る
が
、
「
眼
見
若
雲
斗
し
で
は
「
眼
二
見

ン
ト
キ
ニ
イ
カ
バ
カ
リ
カ
ヲ
モ
シ
ロ
カ
ラ
ン
」
と
、
「
若
為
」
が
訓
じ
分
け
ら

れ
て
い
る
、
そ
の
両
訓
を
示
し
た
も
の
か
。
，

 
 
イ
キ
 
サ
シ
 
 
 
 
同

 
 
 
氣
調
 
 
機
関
（
 
〃
 
 
）
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、

 
連
記
の
例
。
原
文
「
気
調
如
兄
」
で
は
、
「
気
調
ノ
イ
キ
サ
シ
、

の
両
訓
が
あ
り
、
そ
の
回
訓
を
示
す
。
「
機
関
太
雅
妙
」
で
は
、

キ
サ
シ
」
と
文
選
読
す
る
を
示
す
。

 
 
イ
カ
リ
ハ
ラ
ダ
チ
テ
・

 
 
 
伴
瞑
（
ク
．
・
）

ソ
ヘ
ラ
ヒ
」

「
機
関
ノ
イ

 
「
伴
」
は
ゴ
悸
」
を
誤
っ
た
庵
の
で
、
原
訓
「
十
娘
則
斜
眼
ト
ニ
ラ
ミ
俳
眼
．

ト
イ
カ
リ
ハ
ラ
タ
チ
テ
」
」
と
あ
る
と
ご
ろ
を
、
そ
の
ま
ま
に
助
詞
ま
で
を
示
し

て
い
る
。
な
お
、
「
伴
瞑
」
の
語
は
、
「
マ
メ
タ
チ
イ
カ
リ
テ
」
と
も
、
原
訓

で
は
他
の
と
こ
ろ
で
訓
ず
る
。

 
 
イ
ヤ
メ
ヅ
ラ
シ

 
 
 
造
 
盤
 
（
 
〃
 
 
）

 
「
前
野
造
墾
」
で
、
「
造
馨
ト
イ
ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ
」
と
い
う
の
が
通
訓
。

れ
で
は
形
容
詞
に
訓
じ
て
い
る
。

 
 
イ
ビ
ア
ハ
ス
ル

 
 
 
勾
當
．
（
 
、
〃
 
 
）

こ

 
書
言
字
考
で
は
同
語
例
を
「
イ
ビ
ア
ハ
ス
」
と
、
終
止
形
を
採
っ
て
い
る

が
、
こ
の
語
手
は
、
原
文
「
新
婦
向
来
専
心
為
汎
濫
」
で
、
「
勾
當
ト
イ
ヒ

 
 
 
 
 
 
 
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ハ
ス
ル
コ
ト
ヲ
為
ス
」
と
訓
読
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
連
体
形
の
部
分

を
、
そ
の
ま
ま
採
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
例
は
、

他
に
も
少
な
く
な
い
。

 
 
イ
ナ
ヒ
バ
ヅ
ル

 
 
 
不
肯
「
（
 
〃
 
 
）

 
原
訓
「
イ
ナ
ヒ
ハ
ツ
ル
ト
を
誤
読
し
て
、
濁
音
符
が
「
ヒ
」
に
あ
る
べ
き
を

「
ツ
」
に
施
し
弛
も
の
で
、
こ
れ
で
は
意
味
を
成
さ
な
い
。

合
類
節
用
集
の
「
遊
仙
窟
」
訓

．
唖

 
 
 
イ
ナ
 
フ
ル

 
 
 
吝
惜
 
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
リ
ン
 
シ
ヤ
ク

 
音
読
は
、
私
に
施
し
た
も
の
か
か
「
終
無
吝
惜
」
の
原
蚕
は
、

．ナ

宴
泣
R
ト
、
ヲ
シ
ム
．
テ
」
と
文
選
読
の
両
訓
を
示
す
。

 
 
イ
サ
・
カ
ナ
ル

 
 
 
片
 
子
 
（
 
〃
 
 
）

「
今
回
片
子
信
」
の
部
分
で
、

 
ハ
ヂ
シ
ラ
イ
テ
、
 
ハ
ヂ
シ
ラ
ヘ
ル

 
含
 
嬌
．
・
含
 
蓋

「
吝
惜
ト
ィ

単
に
「
イ
サ
・
カ
ナ
ル
」
と
訓
読
す
る
ゆ
．

ハ
タ
カ
ク
レ
タ
ル

半
，
面
 
（
 
 
〃
 
 
）

 
三
語
を
連
記
す
る
。
「
含
嬌
三
三
纒
」
の
部
分
を
、
「
含
嬌
ト
ハ
チ
シ
ラ
イ

テ
」
と
訓
ず
る
の
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
あ
げ
た
。
「
三
差
露
半
唇
」
の
部
分
を
ト

も
、
．
「
含
蓋
ト
ハ
チ
シ
ラ
ヘ
ル
モ
ノ
カ
ラ
」
と
訓
ず
る
形
を
採
り
、
「
忽
見
十

三
半
面
」
の
部
分
を
、
「
半
面
ト
ハ
ラ
カ
ク
レ
ヲ
、
ハ
タ
カ
ク
レ
タ
ル
ヲ
見
ル
」

と
両
訓
に
文
選
読
す
る
を
、
意
味
の
よ
く
わ
か
る
左
訓
を
そ
の
ま
ま
示
し
て
い

る
。
訓
読
本
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
摘
記
し
た
感
が
あ
る
。
、
．

 
 
 
ハ
ナ
ハ
ダ
シ

 
 
 
非
 
常
（
 
「
〃
 
 
）

 
原
像
「
険
峻
ト
サ
ガ
シ
フ
シ
テ
非
常
ト
ハ
ナ
ハ
．
タ
シ
」
に
よ
る
。

 
 
ニ
ホ
ヒ

 
 
 
脂
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
 
 
 
ノ

・
す
ぐ
下
に
「
口
脂
」
と
の
注
が
あ
る
の
は
、
．
原
文
「
含
香
乱
国
脂
」
を
ヶ
け

た
も
の
で
、
原
訓
「
ロ
ノ
．
ニ
ホ
ヒ
ヲ
乱
ル
」
に
よ
る
。
．

 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
リ
く

 
 
 
で
エ
ミ
テ
 
ホ
ト
く

 
 
 
忍
笑
 
乍
（
'
〃
）
 

，

出
典
を
示
さ
な
い
一
語
を
中
に
お
い
て
、
連
記
し
て
い
る
。
前
者
は
、
「
忍
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笑
婁
娯
返
却
廻
」
の
文
頭
を
「
忍
笑
ト
ホ
・
エ
ミ
テ
」
と
文
選
読
し
た
そ
の
訓

読
を
例
の
如
く
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
後
者
は
両
訓
を
あ
げ
て
い
る
が
、
「
乍
出

讐
眉
」
の
「
乍
」
層
「
ホ
ト
く
二
、
ヨ
リ
く
げ
こ
と
言
回
す
る
の
を
う
け

て
い
る
。
．

 
 
 
へ
、
 
ヤ
カ
 
．

 
 
 
荏
蒋
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
ジ
ン
 
ゼ
ン

 
音
読
は
、
私
に
つ
け
た
か
。
た
だ
し
、
、
醍
醐
寺
本
で
は
、
嘘
字
に
そ
れ
ぞ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
テ
 
 
 
タ
へ

．
濁
音
記
号
を
つ
け
て
い
る
。
 
「
軽
輕
也
、
一
三
連
接
不
レ
断
負
」
と
い
う
注
が

つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
原
注
を
転
記
し
た
も
の
。
・
「
三
篶
ト
へ
・
ヤ
カ
ニ
シ

テ
」
が
原
訓
。

 
 
 
ト
ニ
 
カ
ク
ニ

 
 
 
衆
 
諸
（
 
〃
 
 
）

 
「
莫
漫
造
衆
評
」
で
、
原
野
は
「
ト
ニ
カ
ク
ニ
、
カ
タ
ハ
ラ
一
こ
の
左
右
両

訓
を
あ
げ
る
。
、

 
 
ト
ホ
 
エ
メ
ル

 
 
 
敏
咲
 
（
 
〃
 
 
）

 
 
テ
 
 
 
 
ヲ

 
「
敏
二
精
神
【
而
咲
也
」
、
の
注
が
あ
る
の
は
、
例
に
よ
っ
て
原
注
か
ら
採
っ
た

も
の
。
た
だ
し
、
こ
の
訓
に
「
ト
」
か
ら
含
め
て
い
る
の
は
誤
解
を
す
ぎ
て
の

誤
刻
か
。
接
続
助
詞
ま
で
を
含
め
て
記
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、

こ
の
例
は
珍
し
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
敏
咲
楡
治
暦
」
の
当
該
語
で
、
「
敏

咲
ト
シ
タ
エ
メ
ル
モ
ノ
カ
ラ
、
ホ
・
エ
メ
ル
」
の
両
個
が
あ
り
、
個
性
に
「
ト

ホ
・
エ
メ
ル
」
と
仮
名
書
き
す
る
の
を
、
そ
の
ま
ま
全
部
を
記
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
訓
点
本
か
ら
直
接
に
採
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
と
い
え
る
。

 
 
 
ヲ
モ
シ
ロ
シ

 
 
 
憐
 
 
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
レ
ン

 
音
読
は
、
例
の
私
の
記
か
。
「
不
覚
眼
中
憐
」
の
原
文
末
語
に
は
、
「
オ
モ

シ
ロ
シ
、
ア
ハ
レ
ム
」
の
左
右
両
訓
が
あ
る
、
そ
の
翰
墨
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／

 
 
 
ヲ
ト
ロ
ヘ
ヌ

 
 
 
瑚
弊
（
 
〃
 
 
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ヲ

 
注
記
が
あ
っ
て
、
ゴ
言
二
家
道
貧
一
也
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
も
原
注
の
一
部

分
を
そ
の
ま
ま
転
記
す
る
。
こ
の
訓
も
助
動
詞
ま
で
を
示
し
て
い
る
が
、
原
文

「
家
途
毒
血
」
を
、
原
訓
に
「
躬
弊
ト
ヲ
ト
ロ
ヘ
ヌ
」
と
あ
を
訓
読
を
、
そ
の

ま
ま
記
・
し
て
し
ま
っ
た
。

 
 
 
ヲ
モ
ハ
シ
キ

 
 
 
可
 
愛
（
 
〃
 
 
）

 
連
体
形
の
ま
ま
で
示
す
の
も
、
辞
書
的
で
は
な
い
例
で
あ
る
が
、
こ
の
語
訓

に
つ
い
て
は
、
書
言
字
考
も
全
く
同
じ
形
で
出
し
て
い
る
。
「
可
愛
語
申
聲
」

で
原
訓
は
、
「
可
愛
ト
」
を
う
け
る
文
選
読
で
「
ウ
ツ
ク
シ
ケ
．
ナ
ル
、
メ
テ
タ

キ
」
の
両
三
を
右
に
、
「
オ
モ
ハ
シ
キ
」
の
訓
を
左
に
、
回
訓
も
示
し
て
い
る
、

・
そ
の
左
訓
を
採
っ
た
も
の
。

 
 
 
マ
ジ
ロ
カ
ン

 
 
 
ワ
カ
ム

 
 
 
引
 
 
 
（
 
 
〃
 
 
）

 
「
引
レ
眼
」
と
い
う
簡
短
な
注
が
あ
る
。
 
原
文
「
児
復
何
曽
眼
引
」
で
あ
る

が
、
注
文
は
な
い
。
「
引
」
の
右
訓
「
ワ
カ
ム
」
、
左
訓
「
マ
シ
ロ
カ
ン
」
と
、

援
用
例
の
と
お
り
の
両
訓
が
あ
る
。

五

  力

暫タ
  蓼

荷ナ
  ク

A巻
八
中

口
韮口口

v
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9
原
文
「
悪
荷
不
勝
」
。
当
該
語
に
は
両
訓
が
あ
り
、
右
訓
の
「
カ
タ
シ
ケ
ナ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ

ク
」
 
が
採
ら
れ
て
い
る
。
左
訓
に
よ
れ
ば
、
「
カ
タ
シ
ケ
ナ
ケ
ナ
ル
ニ
勝
ヘ

ス不
」
と
な
る
。

 
な
お
、
言
語
部
に
語
例
が
集
中
す
る
と
さ
き
に
述
べ
た
が
、
そ
の
部
阻
で

も
、
こ
の
「
中
」
の
部
が
、
略
つ
と
も
多
い
。

 
 
 
カ
タ
ツ
カ
タ

、
 
 
一
 
辺
（
 
 
〃
 
 
）

 
「
各
氏
｝
辺
箱
」
の
原
文
、
「
一
辺
」
に
こ
の
訓
が
あ
り
、
「
忠
愛
タ
ツ
カ

 
 
 
 
ヲ

タ
ノ
箱
二
三
カ
ン
」
と
訓
読
せ
ら
れ
る
。

 
 
 
カ
ナ
 
 
シ
ミ

 
 
 
蓮
子
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
レ
ン
 
 
シ

 
 
レ
ン
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ

 
「
憐
思
出
」
の
注
が
あ
る
コ
原
文
「
蓮
子
実
深
」
の
原
注
「
芙
蓉
子
日
二
蓮

 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
シ

子
一
、
生
二
澗
底
一
、
憐
思
実
深
也
」
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
音
読
は

「
憐
思
」
と
同
音
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
傍
記
で
あ
ろ
う
。
字
訓
「
蓮
子
ノ
吻

ナ
シ
ミ
実
二
深
シ
」
つ

 
 
 
カ
 
タ
 
ミ

 
 
 
記
 
念
（
 
 
〃
 
 
）

 
「
又
信
同
」
と
注
す
る
が
、
原
典
に
は
何
ろ
の
注
も
な
い
。
「
信
」
も
「
カ

タ
ミ
」
と
訓
ず
る
同
意
の
た
め
か
。
書
言
字
考
に
は
、
文
集
の
語
源
と
し
て
、

こ
こ
に
「
信
」
に
「
カ
タ
ミ
」
を
認
め
て
い
る
。
原
文
は
、
「
留
与
十
娘
以
為

記
念
」
の
部
分
に
該
当
す
る
。

 
 
カ
タ
、
ガ
イ
テ

 
 
 
異
同
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ヨ
 
 
 
 
 
ツ

 
原
訓
「
異
同
ト
か
タ
・
カ
イ
テ
便
り
三
着
ク
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ

 
合
類
節
用
集
の
「
遊
仙
．
窟
」
習

も
そ
の
部
分
を
付
属
語
ま
で
磨
そ
の
ま
ま
記
載
し
て
い
る
。

 
 
 
ヨ
リ
 
 
ツ
ク

 
 
 
三
三
（
 
、
〃
 
 
）

 
「
渠
家
太
劇
難
求
守
」
の
当
該
語
に
は
、
「
ヨ
リ
ツ
ク
コ
ト
、

コ
ト
」
の
左
右
両
訓
が
あ
り
、
こ
て
は
、
そ
の
左
訓
に
よ
る
。

 
 
ヨ
シ
ヤ

 
 
'
從
 
 
（
 
 
〃
 
 
）

さ
き
に
も
引
い
た
「
從
渠
痛
止
肯
」
の
原
文
の
冒
頭
で
、

ハ
タ
イ
ナ
ヒ
ハ
ツ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
」
の
通
訓
。

 
 
タ
テ
マ
ツ
リ
モ
ノ

 
．
・
供
 
給
 
（
 
〃
 
）

ヨ
リ
ツ
カ
ン

「
ヨ
シ
や
渠
ハ
ナ

原
訓
、
、
文
選
読
で
、
「
供
給
ノ
タ
テ
マ
ツ
リ
モ
ノ
軍
疎
ト
ヲ
ロ
ソ
カ
ナ
リ
、

ヲ
ロ
ソ
カ
ナ
ラ
ン
」
と
両
訓
せ
ち
れ
る
文
で
あ
る
。

 
 
ウ
ツ
、
マ
テ
ニ

 
 
タ
ぐ
 
 
イ
マ

 
 
 
向
 
来
（
 
〃
 
 
）

 
原
文
「
向
来
見
回
心
談
読
」
。
右
記
ど
お
り
の
両
訓
が
回
訓
に
見
え
、
さ
ら

に
回
訓
「
ム
カ
ビ
キ
タ
ル
コ
ト
」
が
あ
る
、
「
ト
」
で
う
け
る
文
選
読
。

 
 
 
ソ
ホ
レ
タ
ル

 
 
 
狂
 
風
（
 
 
〃
．
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア

 
原
訓
「
忽
二
狂
風
ノ
ソ
ホ
レ
タ
ル
ニ
遇
フ
テ
」
の
部
分
に
、
そ
の
ま
ま
よ
っ

て
い
る
。

 
ア
 
コ
ソ
ヘ
ラ
ヒ
バ

 
 
 
氣
、
調
（
 
〃
 
）
、

 
さ
き
の
項
で
、
こ
の
原
文
を
あ
げ
、
「
ソ
ヘ
ラ
ヒ
」
の
訓
あ
る
こ
と
を
も
あ
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げ
た
が
、
原
左
訓
「
爪
調
ノ
ソ
ヘ
ラ
ヒ
バ
」
と
あ
る
に
よ
る
。

ソ
ヘ
 
コ
ト

畿
警
く
 
 
〃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

）

 
「
作
機
三
日
」
、
通
訓
の
ま
ま
。

も
活
用
さ
せ
る
例
も
見
え
る
。

 
 
ヤ
 
ス
 
ラ
 
イ
 
テ

 
 
ソ
ラ
シ
ラ
ス
シ
テ

 
 
 
方
 
 
使
 
 
（
 
 
〃
 
 
）

別
に
、
「
十
心
機
警
ト
ソ
ヘ
コ
ト
ス
」
と

 
こ
れ
も
、
文
選
読
の
訓
読
を
傍
記
の
形
の
ま
ま
で
示
し
た
例
。
「
方
便
待
渠

招
」
の
原
文
、
当
該
語
に
は
三
例
が
あ
っ
て
、
可
能
「
ツ
キ
く
シ
フ
シ
テ
」

に
対
し
、
左
訓
「
ヤ
ス
ラ
イ
テ
、
ソ
ラ
シ
ラ
ス
．
シ
テ
」
の
回
訓
が
あ
り
、
そ
れ

を
こ
こ
に
そ
の
ま
ま
併
記
し
た
。

 
 
 
ソ
ヒ
 
ブ
シ

 
 
 
横
 
陳
（
'
〃
 
 
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
て
い
ね
い
に
注
記
し
て
「
在
二
子
仙
窟
一
畳
臥
也
」
と
す
る
。
原
注
に
は
「
横

 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
 
ン

陳
者
、
在
二
身
傍
一
横
臥
也
」
と
見
え
る
。
原
図
「
三
国
ト
ム
ツ
マ
シ
ク
横
陳
ト

ソ
ヒ
フ
シ
・
カ
ト
モ
」

 
 
 
 
 
 
ト
リ
ノ
、

 
 
ツ
う
く
 
ツ
う
く

 
 
 
細
・
 
一
 
一
（
〃
）

 
連
記
し
て
い
る
例
。
前
者
は
、
原
文
「
新
婦
細
見
人
多
 
」
で
、
「
ツ
う
く
」
．

は
右
回
に
、
「
ツ
ク
く
」
が
左
訓
に
見
え
る
。
後
者
は
、
原
文
「
傍
人
一
一

三
遍
犠
」
で
、
三
輪
が
あ
り
、
「
ト
リ
く
二
、
ツ
う
く
一
こ
の
両
訓
が
右

に
、
「
ヒ
ト
ツ
う
く
一
こ
の
訓
が
左
に
あ
る
。

 
 
カ
キ
ナ
ラ
ス

 
 
ツ
ミ
ナ
ラ
ス

 
 
 
弄
 
 
 
（
 
 
〃
 
 
）

「
時
時
弄
小
絃
」
。
・
「
弄
」
に
は
「
カ
キ
ナ
ラ
ス
、

訓
が
あ
り
、
通
訓
。

 
 
・
ミ
ツ
テ
く

 
 
 
ツ
ギ
く

 
 
 
三
 
々
（

〃

）．

ツ
ミ
ナ
ラ
ス
」
の
左
右
両

「
侍
碑
三
三
緑
線
韓
」
。
「
ッ
キ
く
一
こ
が
右
図
、

回
訓
と
な
っ
て
い
る
。

 
 
ツ
キ
く
シ
フ

 
 
 
方
 
便
 
（

〃

）

「
ミ
ツ
う
ぐ
二
」
が

 
他
に
二
訓
あ
る
て
と
は
、
．
遷
き
に
記
し
た
。
そ
の
右
訓
を
示
し
た
が
、
別
に

「
方
便
悩
以
来
」
の
国
訓
に
、
「
ツ
キ
く
シ
フ
」
の
訓
読
が
あ
る
。
．

 
 
ツ
ネ
ナ
ラ
マ
シ

 
 
 
尋
常
 
（
 
、
〃
 
 
）

 
原
文
「
他
自
尋
常
」
で
、
「
尋
常
ト
ツ
ネ
ナ
ラ
マ
シ
」
の
左
下
が
こ
れ
に
あ

た
り
～
同
じ
く
「
ヨ
／
ツ
ネ
ナ
ラ
マ
シ
」
が
右
訓
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
語
訓
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
興
味
が
あ
る
。

 
 
 
ツ
ハ
エ
ン
テ

 
 
 
敏
 
笑
（
 
〃
 
 
）

 
「
敏
笑
正
金
鍍
」
で
、
両
三
あ
る
が
、
「
敏
笑
ト
ツ
ハ
エ
ン
テ
」
の
左
訓
そ

の
ま
ま
で
あ
る
。

 
 
ネ
ヅ
ク

 
 
 
宿
 
 
（
 
 
〃
 
 
）

 
 
シ
ユ
ク

・
原
文
「
共
娘
子
乱
心
、
十
娘
問
日
若
為
賭
宿
」
の
両
語
と
も
に
「
宿
」
を

「
ネ
ッ
ク
」
と
訓
ず
る
。

 
 
ナ
ツ
 
 
カ
シ

 
 
 
媛
嬉
（
．
 
〃
 
 
）

 
 
 
ヘ
イ
 
テ
イ
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バ
カ
リ

原
訓
「
見
ル
許
二
実
二
媛
婬
ト
ナ
ツ
カ
シ
」
と
見
え
る
。

 
 
ナ
ヲ
 
ザ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

 
 
平
・
生
（
 
〃
．
 
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
カ
フ
マ
ツ
ラ

こ
れ
も
、
原
訓
「
平
生
ト
ナ
ヲ
サ
リ
ニ
未
タ
 
展
 
ス
」
と
あ
る
文
選
読
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
カ
ヘ

 
 
ナ
マ
メ
イ
テ

 
 
三
郷
（
 
〃
 
 
）
 
 
 
、

「
嫡
梛
ト
ナ
マ
メ
イ
テ
徐
二
行
グ
」
と
い
う
文
選
読
が
原
訓
で
、

採
っ
て
い
る
。

 
 
ナ
フ
リ
ヲ
サ
メ

 
 
 
捺
 
擾
（
 
 
〃

）

そ
の
ま
ま

「
渠
未
相
捺
機
」
の
原
文
、
「
僚
擾
ト
ナ
フ
リ
ヲ
サ
メ
」
の
訓
読
の
と
お
り
。

 
ナ
ヤ
マ
シ
ク
ナ
ヤ
マ
ス
同

 
・
辛
苦
 
 
不
平
 
 
負
持
（
 
〃
 
 
）

 
三
語
連
記
の
例
。
順
に
、
「
辛
苦
漫
追
尋
」
で
は
「
辛
苦
ト
ナ
ヤ
マ
シ
ク
、

ネ
ン
コ
ロ
一
こ
の
両
訓
が
あ
か
、
「
旧
来
蓋
不
平
」
で
は
「
不
平
ト
ナ
ヤ
マ
ス
」

と
訓
じ
、
「
何
回
負
三
百
三
身
」
で
は
・
「
負
持
ト
ナ
ヤ
マ
ス
、
ナ
ヤ
マ
ス
ヘ
キ
」

の
両
訓
を
記
し
て
い
る
。
 
 
 
 
 
．

 
 
ナ
ゴ
 
ヤ
カ
 
 
 

ナ
ヨ
 
ヤ
カ

 
 
 
軽
盈
 
漆
遙
（
、
．
〃
 
）
 
 
 
噛

 
中
に
哨
語
を
挿
ん
で
、
連
記
す
る
。
前
者
は
「
何
ノ
処
力
軽
盈
ト
ナ
コ
ヤ
カ
、

ナ
ラ
不
ラ
ン
」
の
回
訓
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
」
後
者
は
、
「
玉
膿
透
遙
」
に
「
透

逝
下
ナ
ヨ
ヤ
カ
鈎
、
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
テ
」
の
左
右
の
両
訓
が
あ
る
。
「
透
写
」
を

こ
う
訓
ず
る
の
は
、
こ
こ
に
は
限
ら
な
い
。

 
 
、
ナ
サ
ゲ
ア
ラ
ン
 
 
ナ
サ
ケ
ナ
キ

 
 
 
風
流
．
薄
媚
（
 
〃
・
）
．

、
三
三
節
用
集
の
「
遊
仙
窟
」
訓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ

 
前
者
は
、
原
訓
「
脚
ヲ
捺
ム
更
二
風
流
ト
ナ
サ
ケ
ァ
ラ
ン
」
の
訓
読
そ
の
ま

ま
で
あ
り
、
後
者
も
、
原
文
「
薄
媚
狂
難
三
更
唱
暁
」
を
、
「
ナ
サ
ケ
ナ
キ
ウ

カ
レ
ト
リ
、
ノ
」
で
始
ま
る
訓
読
の
形
の
ま
ま
で
あ
る
。

 
 
 
ム
ツ
マ
ジ
ク
 
 
ム
ツ
 
マ
ジ

 
 
 
合
香
 
入
深
（
 
〃
 
）

 
 
 
カ
フ
 
〆
キ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
マ
シ

 
前
者
は
、
原
訓
は
「
横
陳
」
の
条
で
示
し
た
と
お
り
、
後
者
は
、
「
向
来
漸

漸
馬
入
深
ト
ム
ツ
マ
シ
也
」
と
訓
ず
る
と
こ
ろ
。

 
 
ウ
カ
レ
ゴ
へ

 
 
 
風
 
聲
（
、
 
〃
 
 
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ト
 
 
 
 
 
 
カ
ヨ

 
原
文
「
風
聲
徹
他
耳
」
、
「
ウ
カ
レ
コ
エ
ノ
ミ
ソ
他
ノ
耳
二
徹
フ
ラ
メ
」
と
の

訓
読
語
。

 
 
ウ
ツ
ク
ン
ゲ
ナ
ル

 
 
 
姿
 
 
則
 
（
 
 
〃
 
 
）

．
「
五
畜
多
姿
則
」
の
末
語
に
、

 
 
ウ
ヅ
 
イ
テ

 
 
端
 
坐
（
 
〃
 
 
）

「
懸
鼻
ト
ゥ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル
」
．
ど
訓
ず
る
。

 
こ
の
ま
ま
の
訓
は
、
見
あ
た
ら
な
い
。
「
端
坐
剰
心
驚
」
の
訓
に
は
「
端
坐

ト
ウ
ツ
ヰ
ニ
テ
」
と
あ
り
、
「
端
坐
横
琴
」
に
は
「
端
坐
ト
ウ
ツ
ヰ
ニ
シ
テ
」

と
あ
る
。
仮
名
つ
か
い
の
違
い
は
別
と
し
て
誤
刻
か
。

 
 
 
ウ
 
ト
 
ム

 
 
 
形
 
跡
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ

 
「
幸
平
張
包
泣
為
形
跡
」
で
、
 
「
ウ
ト
ム
コ
ト
ヲ
為
ス
コ
ト
莫
レ
」
と
訓
読

す
る
。

 
 
ウ
タ
 
 
カ
タ

 
 
 
未
必
（
 
〃
．
 
）

 
 
 
ビ
 
 
ヒ
ツ
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「
未
必
」
．
の
語
は
二
例
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
ウ
タ
カ
タ
モ
」
と
訓
じ
、
語

法
は
文
末
否
定
に
終
わ
る
。

 
 
ウ
ラ
く
シ
ウ
グ
ツ
イ
テ
 
 
ウ
チ
ハ
ヤ
キ

 
 
 
虚
 
 
駿
 
 
連
遭
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
キ
ヨ
 
 
 
 
 
 
幽
 
 
 
チ
、
ユ
ン
セ
ン

 
こ
れ
も
、
三
語
連
記
の
例
で
あ
る
。
「
良
由
得
伴
回
心
虚
」
は
、
「
心
ヴ
ラ

／
＼
シ
」
の
原
訓
ど
お
り
。
「
馳
瞭
下
寮
不
邊
豊
富
」
の
文
頭
は
、
「
ハ
セ
白

ク
ツ
イ
テ
」
の
原
訓
ど
お
り
助
詞
ま
で
を
示
す
。
「
瑳
運
命
之
蓮
遭
」
は
「
チ

ユ
ン
テ
ン
ト
ウ
チ
ハ
ヤ
キ
コ
ト
ヲ
」
で
．
、
文
選
読
の
音
読
部
が
異
な
る
β

 
 
 
ク
チ
 
 
ス
フ

 
 
 
ロ
子
（
 
〃
 
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
・

原
文
に
こ
の
語
例
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
・
付
託
の
あ
る
は
い
ず
れ
も
訓
読
で

「
ク
チ
ス
フ
（
コ
ト
）
」
と
な
っ
て
い
る
。

 
 
ヤ
ス
 
ラ
フ

 
 
進
退
（
 
〃
 
 
）

 
原
文
「
何
須
進
退
」
で
、
「
進
退
ト
ヤ
ス
ラ
フ
」
と
文
選
読
す
る
。

 
 
 
マ
ダ
ア
ケ
ザ
ル

 
 
 
三
 
 
更
（
 
 
〃
 
 
）

 
 
 
ノ

 、

u
夜
三
更
」
の
注
が
あ
る
。
 
「
三
更
翌
暁
」
を
、
 
「
マ
ダ
ア
ケ
サ
ル
ニ
暁
ヲ

「
唱
フ
」
と
訓
読
す
る
。
連
体
形
の
ま
ま
で
示
す
の
も
、
遺
訓
に
忠
実
と
い
う
べ

き
か
。

 
マ
フ
デ
ク
ル
コ
ト
マ
フ
デ
キ
・
テ
マ
フ
デ
コ
ン

 
 
 
及
 
 
 
來
 
 
向
 
 
（
 
〃
 
 
）

 
ま
た
三
語
連
記
で
、
 
「
マ
フ
デ
来
」
を
、
い
ろ
い
ろ
に
訓
読
す
る
例
b
 
「
人
跡

窄
及
」
の
原
意
「
マ
フ
テ
ク
ル
コ
ト
マ
レ
ニ
シ
テ
」
の
体
言
訓
ま
で
を
採
っ
て

い
る
。
 
「
故
来
伺
候
」
も
原
訓
「
コ
ト
サ
ラ
ニ
マ
フ
テ
キ
テ
」
の
語
訓
を
そ
の
、

ま
ま
に
、
さ
ら
に
、
「
夢
裏
向
渠
辺
」
の
「
向
」
字
は
、
．
「
ム
カ
ハ
シ
、
マ
フ

テ
コ
ム
」
ど
左
右
両
三
に
分
か
れ
、
こ
れ
も
そ
の
形
の
と
お
り
の
霊
宝
と
し
て

あ
げ
て
い
る
。

眼；

  コ

子単

A
／
！

）

「
眼
三
尊
縷
」
。
、
文
選
読
「
遺
子
ノ
マ
ナ
コ
、

が
あ
る
。

 
 
 
マ
シ
 
 
マ
セ

 
 
 
安
 
置
（

〃

ズ
）

マ
ナ
コ
ツ
キ
」
の
左
右
両
訓

 
命
令
形
の
ま
ま
で
記
し
て
い
る
な
ど
、
傍
訓
転
記
の
よ
い
例
。
「
共
娘
子
安

置
」
の
国
訓
「
娘
子
ト
共
二
．
安
置
ト
マ
シ
マ
セ
、
マ
シ
マ
サ
ム
」
め
左
右
回
訓

の
《
左
訓
の
語
形
を
そ
の
ま
ま
示
し
て
い
る
。
書
十
字
考
で
は
、
「
マ
シ
マ
ス
」

の
語
形
で
示
す
。

 
 
 
マ
メ
 
ヤ
カ
 
 
 
同

 
 
 
正
首
 
真
．
成
（
 
〃
 
）

 
「
向
来
正
首
病
発
耶
」
の
原
文
、
「
正
首
」
は
「
マ
メ
ヤ
カ
一
こ
と
訓
読
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ

「
真
成
」
に
は
「
同
レ
上
注
云
不
二
護
語
一
也
」
と
あ
る
の
は
、
原
文
「
真
成
欲

 
 
 
 
 
 
 
 
ハ

逼
人
」
の
原
注
h
真
成
不
二
饅
語
一
也
」
を
転
記
す
る
。
「
真
成
」
も
「
マ
メ
ヤ
、

カ
一
こ
と
訓
読
す
る
。

 
 
 
マ
メ
 
ダ
チ

 
 
、
敏
 
色
（
 
 
〃
 
 
）

 
同
語
例
は
さ
き
に
あ
げ
た
が
、
・
異
訓
。
義
訓
「
十
娘
喜
色
ト
マ
上
露
チ
テ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
ヲ

・
と
あ
る
と
こ
ろ
。
「
正
二
其
顔
色
一
有
二
唄
容
一
也
」
と
下
記
す
る
の
も
、
原
注
の
・

転
記
で
あ
る
。
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コ
ト
 
 
ハ
ニ

 
 
 
平
生
（
 
〃
 
）
．

 
諸
本
に
よ
る
ま
で
も
な
く
「
ト
コ
ト
ハ
一
こ
の
脱
刻
で
あ
ろ
う
が
、
慶
安

（
無
刊
記
）
本
が
す
で
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の
を
、
そ
の
ま
．
ま
に
あ
げ
た
。
意

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ト
ハ
ニ

味
を
解
し
な
い
で
復
刻
し
た
も
の
か
。
原
文
「
平
生
好
弓
弩
」
と
訓
読
し
て

い
る
。
元
禄
刊
本
で
は
「
ト
コ
ト
ハ
一
こ
と
補
刻
し
て
あ
る
。

 
 
 
コ
ナ
タ
ア
ナ
タ

 
 
．
両
 
 
辺
（
 
 
〃
 
 
）

 
「
蝋
燭
両
辺
明
」
の
原
文
に
お
け
る
「
コ
ナ
タ
ア
ナ
タ
ニ
」
の
訓
。
同
語
を
、

「
「
コ
ナ
タ
カ
ナ
タ
一
こ
と
訓
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
乃
。

 
 
 
コ
ハ
 
ダ
カ

 
 
 
大
語
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
タ
イ
 
 
キ
ョ

原
訓
「
姦
大
語
ト
コ
ハ
タ
カ
ニ
シ
騰
り
デ
日
」
と
あ
る
・
漢
音
読
を
く
れ

え
て
い
る
。

 
 
 
コ
へ
 
ロ
ツ
キ

 
 
 
関
情
（
 
〃
 
 
）

 
原
文
「
眼
細
強
関
情
」
と
あ
る
語
の
、
」
訓
読
そ
の
ま
ま
を
。

 
 
 
コ
ト
ぐ
シ

 
 
 
不
 
平
（
 
 
〃
 
 
〉

 
 
 
フ
 
 
ヘ
イ

 
「
頭
低
則
不
平
」
の
語
を
、
「
不
平
ド
コ
ト
く
シ
」
と
文
選
読
す
る
例
で

あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
六
．

 
 
 
醇
簡
馬
曲
（
巻
八
下
言
語
）

 
合
類
節
用
集
の
「
遊
仙
窟
」
訂

 
連
記
の
前
者
は
、
「
誰
知
三
三
病
鵠
」
で
「
ア
ナ
ニ
ク
ノ
」
と
い
う
訓
読
。

後
者
の
「
曲
」
は
、
明
む
か
に
「
由
」
の
誤
り
で
、
「
何
由
口
可
耐
」
を
「
ア
ナ

ニ
ク
ア
ナ
メ
」
と
訓
読
す
る
。

 
ア
ヤ
シ
キ
ト
コ
ロ

 
ロ
ア
ダ
シ
ド
コ
ロ
ニ

 
 
 
天
 
 
（
・
 
〃
 
 
）

 
両
訓
を
示
す
が
、
「
人
更
別
回
天
」
の
「
天
」
の
回
訓
に
「
ア
タ
シ
ト
コ
ロ

一
こ
、
左
訓
に
「
ア
ヤ
シ
キ
ト
コ
ロ
ヲ
」
と
あ
る
に
よ
る
。

 
 
 
郷
キ
鷺
（
，
”
一
）

 
「
蜂
子
太
無
情
」
の
条
、
返
点
に
よ
っ
て
「
情
ケ
無
シ
」
「
と
も
訓
じ
、
右
の

よ
う
に
熟
語
と
し
て
の
「
ア
チ
キ
ナ
シ
」
の
左
回
も
存
す
る
。

 
 
 
ア
ハ
レ
ナ
ル

 
 
 
可
 
念
（
 
 
〃
 
 
）

 
原
文
「
可
念
無
比
方
」
、
こ
れ
を
「
可
念
ト
ア
ハ
レ
ナ
ル
コ
ト
」
と
文
選
読
「

し
て
い
る
に
よ
る
。

 
 
 
ア
 
ナ
 
メ

 
 
 
ロ
可
耐
（
 
〃
 
 
）

 
意
き
の
「
ア
ナ
．
ニ
ク
し
の
条
に
」
て
の
原
文
を
あ
げ
、
右
の
訓
あ
る
こ
と
を

記
し
た
。

 
 
 
ン
ト
ハ
ヲ
モ
ハ
ザ
リ
キ

 
 
 
相
 
 
 
 
着
（
 
 
〃
 
 
）
‘

．
こ
れ
も
、
中
途
半
端
な
付
訓
で
あ
る
が
、
上
に
「
ア
ハ
」
の
表
記
が
脱
し
て

・
い
る
こ
と
は
、
原
文
「
未
必
相
着
死
」
を
「
ウ
タ
カ
タ
モ
死
ニ
ア
ハ
ン
ト
ハ
ヲ

モ
ハ
サ
リ
キ
」
と
訓
読
レ
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
前
に
も
文
選
読
の
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「
ト
」
か
ら
の
訓
の
ま
ま
を
示
し
た
例
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
そ
れ
に
通
ず
る

'
表
記
の
し
か
た
で
あ
る
。

 
 
 
郵
レ
フ
”
ア
鵬
（
”
）

 
こ
れ
は
ま
た
珍
し
く
、
返
点
ま
で
を
示
し
た
語
句
の
ま
ま
の
標
断
で
、
原
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
サ
フ
ル
 
ヲ

「
暴
．
手
頓
足
」
の
訓
読
で
、
「
頓
レ
 
足
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
「
ア
シ
」
、
の
訓
ま

で
を
つ
け
た
。

 
 
ア
ケ
ツ
ラ
フ
．
 
｝

 
 
 
論
 
 
（
 
〃
 
 
）

 
こ
の
回
訓
の
例
は
一
つ
に
と
ど
ま
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば
、

の
如
き
、
「
復
タ
何
ソ
ア
ケ
ツ
ラ
フ
可
キ
」
と
訓
ず
る
な
ど
。

 
 
 
ア
マ
ナ
ヒ
ナ
ン
 
 

 
 
 
甘
 
 
心
（
 
〃
 
 
）

「
復
何
可
論
」

．
，
こ
れ
も
、
原
文
「
寸
斬
亦
甘
心
」
で
の
語
訓
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

 
 
 
サ
ハ
 
ヤ
カ
 
 

サ
ハ
ラ
カ
ニ

 
 
 
肝
膿
 
 
正
 
（
 
〃
 
．
）

 
 
 
ク
 
 
リ
ヨ
 
 
 
 
 
セ
イ

 
連
記
の
前
者
に
は
、
「
眼
精
廻
転
清
明
貞
」
と
注
記
が
あ
る
が
、
原
注
を
そ

の
ま
ま
転
均
し
た
も
の
。
「
呼
子
貯
膿
」
の
回
訓
「
肝
膿
ト
サ
ハ
㍗
カ
ニ
テ
」

を
採
る
。
後
者
は
、
「
見
回
正
意
密
」
で
、
右
記
ど
お
り
の
語
訓
を
示
す
つ

 
 
 
サ
カ
ダ
ハ
フ
ル

 
 
 
サ
カ
 
 
ヘ
 
リ

 
 
 
顛
 
 
浦
（
 
 
〃
 
 
）
．

 
参
篭
を
示
す
が
、
原
文
「
恐
葦
毛
油
」
の
条
。
文
選
読
で
「
顛
油
ト
サ
ガ
タ

ハ
フ
レ
、
サ
カ
、
リ
」
の
左
右
両
三
を
記
す
。
．

 
 
 
サ
ヤ
カ
ニ
，
 
サ
、
ヤ
カ
・

 
 
 
蓼
亮
 
 
細
細
許
（
 
〃
 
）

 
中
に
二
語
を
お
い
て
連
記
す
る
。
「
管
絃
蓼
亮
」
に
「
蓼
亮
ト
サ
ヤ
カ
ニ
テ
」

と
文
回
読
し
、
「
腰
回
細
細
許
」
に
は
原
訓
-
「
腰
支
ノ
コ
シ
バ
セ
細
細
許
ト
サ

・
ヤ
カ
ナ
ル
、
サ
・
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
キ
」
と
文
選
読
の
回
訓
が
あ
る
。

 
 
 
ト
リ
ク
ハ
ヘ
ゴ
ト

 
 
 
サ
シ
」
マ
ゼ
ゴ
ト

 
 
 
加
 
 
諸
（
 
〃
 
 
）

回
訓
ど
お
り
・
婁
事
加
力
」
の
当
該
語
に
「
ト
リ
ク
ハ
穿
ト
乳
サ
シ

マ
セ
コ
ト
ヲ
」
と
左
右
に
訓
読
す
る
。

  

ﾖ
フ
瀦
（
”
．
）

 
「
干
時
夜
久
直
鎖
」
で
、
右
記
の
と
お
り
の
訓
読
を
示
す
。

 
 
 
モ
ノ
イ
ミ
ス
ル

 
 
 
キ
ヨ
マ
ハ
ル

 
 
 
潔
 
 
齋
．
（
．
 
〃
、
 
）

 
原
文
「
二
塁
三
日
」
を
、
文
選
読
の
左
右
訓
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
カ

コ
ト
・
キ
ヨ
マ
ハ
ル
コ
ト
三
日
」
と
見
え
る
。

、
蜀
フ
鰹
（
 
”
 
、
）

 
「
斜
眉
回
腸
異
種
嫡
姑
」
で
、

 
 
 
ミ
ゾ
ク
ロ
そ
シ
 
 
・
ミ
ヅ
ク
ロ
イ
 
，

 
 
 
腕
 
韓
 
怯
用
（
 
”
 
）

 
連
記
の
例
。
「
欲
似
蝿
龍
腕
韓
」
で
、

が
右
に
み
た
る
。
 
、

 
 
ミ
カ
タ
ム
ク

 
 
 
斜
 
眼
（
 
 
〃
 
 
）

「
潔
齋
ト
モ
ノ
イ
ミ
ス
ル

「
異
種
ト
メ
ツ
ラ
カ
一
こ
と
訓
ず
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
三
韓
ト
ミ
ツ
グ
ロ
イ
シ
」
の
訓
読

が
そ
の
ま
ま
採
ら
れ
、
「
人
前
法
用
多
」
で
も
、
「
法
用
ト
ミ
ツ
ク
ロ
イ
多
シ
」

、
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「
張
郎
不
語
斜
眼
」
で
、
「
斜
眼
ト
ミ
カ
タ
ム
ル
コ
ト
ヲ
」
と
訓
じ
、
そ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
れ
ば
、
右
記
の
訓
と
活
用
に
小
異
を
生
ず
る
℃
「
ミ
カ
タ
ム
ル
」
の
誤
り
で

は
な
い
か
。

 
 
シ
ノ
ビ
ヤ
カ
 
シ
ヘ
ビ
メ

 
 
 
寄
 
 
 
楡
 
眼
（
 
〃
 
 
）

 
中
に
一
語
を
お
い
て
の
連
記
コ
「
肯
交
遊
察
」
の
語
で
、
「
ム
ツ
マ
シ
ク
セ

ン
、
シ
ノ
ヒ
ャ
カ
ナ
ラ
ン
、
シ
タ
シ
ム
」
の
三
訓
を
併
記
し
て
い
る
、
そ
の
一

つ
d
 
「
回
復
楡
眼
三
十
三
」
で
、
右
記
ど
お
り
の
訓
読
を
示
し
、
 
「
シ
ノ
ヒ
メ

」
二
．
十
娘
ヲ
看
ル
し
と
あ
る
。

 
 
 
シ
ヲ
タ
レ
テ

 
 
 
'
泣
声
（
 
〃
 
 
）

 
 
 
キ
ウ
 
ル
イ

 
「
三
連
相
看
」
を
、
回
訓
「
三
田
ト
シ
ホ
タ
レ
テ
相
看
ル
」
と
す
る
が
、
例

の
こ
と
な
が
ら
、
「
テ
」
ま
で
を
標
出
し
て
い
る
。

 
 
 
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ

 
 
 
都
 
盧
（
 
「
〃
 
 
）

 
「
冤
両
都
盧
失
」
で
、
「
フ
タ
ツ
ヲ
覚
メ
ハ
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
失
セ
ン
」
と
訓

読
し
、
、
右
記
ど
お
り
の
字
訓
を
示
す
。
'

 
 
 
タ
ヲ
 
 
ヤ
カ

 
 
 
シ
タ
 
 
ラ
カ

 
 
 
漆
遙
（
 
〃
 
 
）

 
さ
き
に
「
ナ
ヨ
ヤ
カ
」
の
条
で
、
「
透
遙
」
に
「
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
リ
7
．
」
の
．
訓
も

あ
る
こ
と
は
例
示
し
た
が
、
こ
こ
に
両
三
あ
る
語
例
は
、
，
「
遂
即
一
回
一
口
」

・
の
原
文
で
、
「
透
遙
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
の
右
訓
と
、
同
じ
く
「
透
遙
ト
シ

タ
ラ
カ
ニ
、
シ
テ
」
の
回
訓
と
を
記
す
。
、
．

 
 
噛
ヒ
タ
ヲ
モ
ム
キ
テ

 
 
 
端
 
 
仰
（
 
〃
 
 
）

合
類
節
用
集
の
「
遊
仙
窟
」
訓

 
「
余
焔
端
仰
一
心
」
で
、
こ
の
訓
の
と
お
り
が
右
記
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
ツ

・
シ
ミ
ア
ラ
キ
」
が
左
記
に
あ
る
。
と
も
に
「
ト
」
を
う
け
る
文
選
読
の
訓
読

で
あ
る
。紛与

  メ

披≠

A
〃

v

'
、
下
記
に
「
袖
紛
披
」
の
注
が
あ
る
。

を
そ
の
ま
ま
採
る
。

ヒ
ト
ナ
ブ
リ

饒
握
（

〃

）

原
訓
「
錦
ノ
袖
紛
披
ト
ヒ
ラ
メ
イ
テ
」

 
「
五
媛
為
人
饒
劇
」
と
あ
り
、
文
選
読
で
「
饒
劇
ト
ヒ
ト
ナ
フ
リ
、
タ
パ
フ

ル
」
の
左
右
訓
が
あ
る
。
古
点
本
に
は
「
ヒ
ト
ナ
フ
リ
な
り
」
と
訓
ず
る
の
も

あ
る
。

 
 
 
モ
ク
サ
カ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

 
 
 
翁
茸
（
 
 
〃
 
 
）

 
 
 
ヲ
ウ
 
ヰ
ウ

．
注
し
て
「
林
樹
盛
貞
」
と
あ
る
は
、
「
嫡
郷
毛
茸
」
の
原
注
を
転
記
し
允
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
文
選
読
で
「
翁
茸
ト
サ
カ
リ
ニ
シ
テ
、
モ
ク
サ
カ
リ
」

の
左
右
訓
が
あ
り
、
そ
の
回
訓
を
採
っ
た
。

 
 
 
セ
ハ
く
シ

 
 
 
小
 
々
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
ウ

・
原
口
コ
房
ノ
中
小
小
ト
セ
ハ
く
シ
」
に
よ
る
。

 
 
 
ス
マ
 
ロ
 
 
ス
ず
ロ
ア
リ
キ

 
 
 
不
畳
 
漫
行
（
 
〃
．
）

 
二
語
連
記
の
例
。
 
「
不
覚
ト
ス
・
ロ
ニ
・
、
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
（
シ
テ
）
」
と
両
訓

あ
る
語
例
は
、
「
不
覚
眼
中
憐
」
「
不
覚
転
眼
」
な
ど
の
原
文
に
見
え
る
。
「
十
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‘

三
三
塵
漫
行
去
来
」
で
、

る
。

当
該
語
を
「
ス
・
ロ
ア
リ
キ
シ
テ
」
と
訓
読
し
て
い

 
合
類
節
用
集
の
「
遊
仙
窟
」
の
語
訓
は
、
そ
の
刊
本
か
ら
摘
記
し
た
も
の
と

の
前
提
を
考
え
な
が
ら
、
概
観
し
て
き
た
が
、
結
果
と
し
て
ほ
ぼ
そ
れ
を
確
認

し
得
て
も
、
な
お
諸
本
を
含
め
て
、
疑
問
の
残
る
も
の
も
あ
る
こ
と
も
否
定
で

き
な
い
が
。

レ
昭
和
五
五
・
一
〇
・
九
 
稿
1
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